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治安三 （一〇二三） 年九月三日、 『小右記』記主である藤原実資は顛














蓮の葉の湯で治療を行った。また、実資自身の夢 お告げにより「支子汁」 をも用いている。腫れが生じたことについて 原因については、
　　　　
日者蓮葉等湯頗温、以彼等洗頬熱気発由有夢想、仍傅支子、

































蓮葉など、ケガの際には地菘・桑・蓮葉・柳葉・支子などの薬湯による治療が行われており、 これらの薬湯を患部 かけ 治療を実資は 「湯治」と呼んでいることである。現代でも病気やケガの治療に湯治が行われる場合があるが、現代のように温泉につかる湯治と 異なり、漢方薬の湯を患部にかける形式の湯治であり、その熱が好ましくないと
















































































































とあり、湯治の場合、 「水湯」と「潮湯」 （塩湯） の二種類があり、段階をおって使用されていたことがわかる。しかし、 『殿暦』永久四（一一一六）年九月三日条に、 「此両三日依二禁止塩湯」とあることから、二禁などの皮膚疾患 には塩湯は用いられなかったようである。 『中右記』大治二（一一二七）年四月廿六日条には、
此十余日右腰下有堅根、遠行之間有更発気 召医師成世令見之処、其熱頗大、雖無恐、早以蓮可射之由所申也、仍従今夕射蓮、此堅根出後及十余日也、





















治を「病気治療」と「保養」の二つの側面にわけ、古代以来の「病気治療」の湯治に対し、 「織豊期から近世にかけて明確 なる保養並びに物見遊山 」 前段階を室町後期の湯治に見いだされている
）22
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代に到るまで、一貫して身分を超えた 々が利用をしてきたものと考えられる。ただし まっ く に関係なく無制限に自由な湯治が行われたというわけで なく、入浴の順序や湯屋 利用 ど 面において、貴族や官人は特権的な利用をし ある。
　
海野氏は、湯治を「病気治療」と「保養」の二つの側面 わけ、古
代以来の「病気治療」の湯治に対し、 「織豊期か 近世にかけて明確になる保養並びに物見遊山の湯治」の前段階を室町後期の 治に見いだされている。
　
であるなら、室町前期までの温泉に物見遊山の湯治は本当に見られ














賢寂来、内府今日行例幣事、追被 水田云々、雖湯治之名、其本意只為遊放云々、和泉境 （本自有山庄） 、又可被見葦屋、布引、陬麻、明石云々、





























































とある。その前日の火事が「内蔵寮不動倉并掃部寮」まで延焼に及んだ結果、おそらく内藏寮不動倉に会ったと思われる「貴薬」がほとんど焼失してしまった。 そんななか 「雄黄二升」 がなんとか難を逃れた いうのである。雄黄が「貴薬」として認識されていたことがわかる。
（
4） 　





































地菘」 とあり、 『色葉字類抄』 に 「地菘 　
イヌノシリ」 、 『康頼本草』















とある。平安時代には薬草としては「天名精」と呼ばれていたようで、 『康頼本草』 「天名精」 「和名波末多加奈、 一名波末布久良佐」 『倭名類聚抄「天名精」に「和名波末太加奈、一云波万不久良」とあり、この頃の和名は「ハマフクラ という。なお、引用した『康頼本草』は丹波康頼の名を冠してはいるが平安時代の成立ではない。なお、この時期の医書については、岡西為人『本草概説』参照
（
9） 　
「蜜」が、 「蜂蜜」 「蜜香（木蜜香） 」 「石蜜」なのか、その他の蜜なのか判然としない。
（
10） 　
























  にある「乾薑」 「和名 　
久礼乃波之加美」の

































































































」 （ 『温泉の文化誌』 「論集温
泉学①」所収）に詳しい。
 
（追記）
※本稿は、二〇〇七年度名古屋学院大学研究奨励金の成果である。
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